
〔用排水路〕　第　１　次　診　断　記　録　表 P　１２

調査部位 番号 判定 対応範囲 用　排　水　路　（開水路）

施設点検 Ａ ① ア　イ　ウ   

② ア　イ　ウ   

③ ア　イ　ウ   

④ ア　イ　ウ   

⑤ イ　ウ   

⑥ ウ   

⑦ ア　イ　ウ   

⑧ ウ   

⑨ ア　イ　ウ   

⑩ ウ   

保守管理 Ｂ ① ア　  　ウ   

② ウ   

③ ウ   

④ ア　イ　ウ   

判定欄：異常なし　○　異常あり　×
対応範囲：異常なしの場合「記入しない」。何らかの異常を確認した場合「ア：経過観察」「イ：要診断」「ウ：要対
策」から選択し○を記載。 】

継ぎ目（目地）からの漏水はないか。

水路からの溢水はないか。

水路の左右側どちらかに傾きがないか。

ブロック、石積水路で法面（積石）の崩落はないか。

水管理は適正に行っているか。

ネットフェンス、ガードレール等に損傷はないか。

水路敷面に洗堀はないか。

土砂堆積、異物、障害物はないか。

土地改良区等名

施　　設　　名

判　　定　　基　　準

診断日 平成　　年　　月　　日

定期的な草刈が実施されているか。

溝畦法面や小段（犬走り）に崩落や沈下はないか。

水路表面の磨耗により骨材の露出はないか。

水路壁にひび割れや角欠けはないか。

車両衝突や倒木などの外的要因による損傷はないか。

目地材の剥がれや脱落はないか。

　診　断　者　氏　名
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